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研究の“森”から
No. 249

大
都
市
周
辺
に
あ
る
森
林
（
都
市
近
郊
林
）
は
、
都
市

住
民
に
と
っ
て
身
近
な
自
然
で
す
が
、
多
様
な
生
物
を
育

む
場
と
し
て
も
重
要
で
す
。
た
だ
、
都
市
近
郊
林
の
周
囲

は
市
街
化
が
進
み
、
森
林
の
分
断
化
や
孤
立
化
に
よ
る
悪

影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
時
代
の
変
遷
の
中
で
、
都
市
近

郊
林
の
生
物
多
様
性
は
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
に
は
、
長
期
間
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

東
京
の
郊
外
に
あ
る
森
林
総
合
研
究
所
多
摩
森
林
科

学
園
（
写
真
１
）
で
は
、
１
９
５
３
年
、
１
９
６
５
年
、

２
０
１
０
年
の
3
回
に
わ
た
っ
て
、
植
物
目
録
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
、
約
50
年
間
の
都
市

近
郊
林
の
植
物
相
（
あ
る
地
域
に
出
現
す
る
全
て
の
植
物

種
）
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

島田 和則
多摩森林科学園　主任研究員

都
市
近
郊
林
を
長
期
間
見
守
る

都
市
近
郊
林
の
植
物
の

50
年
間
の
変
化

― 
希
少
種
が
減
少
し
、

 

外
来
種
が
増
加
し
た 

―

写真１　多摩森林科学園の森（モミ、カシ類などが優占する）
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過
去
（
１
９
５
３
年
、
１
９
６
５
年
）
に
記
録
さ
れ
た
植

物
の
種
類
（
亜
種
、
変
種
な
ど
を
含
む
）
は
合
計
７
９
０

種
類
、
現
在
（
２
０
１
０
年
）
で
は
７
６
７
種
類
で
、
全

体
の
種
類
数
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
中
で
過
去
に
だ
け
記
録
さ
れ
た
植
物
は
１
６
４
種
、

現
在
だ
け
記
録
さ
れ
た
植
物
は
１
４
１
種
、
過
去
と
現
在

の
両
方
で
記
録
さ
れ
た
植
物
は
６
２
６
種
で
し
た
（
図
1

上
）。
つ
ま
り
、
2
割
弱
の
植
物
が
入
れ
替
わ
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
過
去
に
記
録
さ
れ
現
在
で
は
消
失
し
た
植
物

を
見
る
と
、
希
少
種
（
環
境
省
（
２
０
１
０
年
）
お
よ
び

東
京
都
南
多
摩
地
域
（
２
０
１
０
年
）
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち
、
絶
滅
、
野
生
絶
滅
以
外
に
ラ
ン
ク

さ
れ
た
種
）
の
割
合
が
高
く
、新
し
く
加
入
し
た
植
物
で
は
、

外
来
種
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た(

図
1
下)

。

こ
の
よ
う
に
、
都
市
近
郊
林
の
植
物
は
全
体
の
種
類
数

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
身
を
見
る
と

希
少
種
が
減
っ
て
外
来
種
が
増
え
る
と
い
う
質
的
な
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
本
来
の
在
来
種
が
外
来
種
に
置
き

換
わ
っ
た
こ
と
は
、
生
物
多
様
性
を
守
る
視
点
か
ら
み
る

と
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
辺
の
開
発
に
よ

る
森
林
の
分
断
化
・
孤
立
化
（
写
真
2
）
で
、
個
体
数
の

少
な
い
種
が
絶
滅
し
や
す
く
な
る
こ
と
、
周
囲
を
取
り
囲

む
人
工
的
な
環
境
か
ら
外
来
種
が
侵
入
し
や
す
く
な
る
こ

と
が
、
こ
う
し
た
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
森
林
内
の
土
地
の
改
変
、
林
内
を
利
用
す
る
人
々

の
活
動
な
ど
の
要
因
も
、
外
来
種
の
増
加
に
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

都
市
近
郊
林
に
は
、
外
来
種
が
侵
入
し
や
す
い
と
い
う

リ
ス
ク
が
あ
り
、
ま
た
一
度
失
わ
れ
た
希
少
な
植
物
を
復

活
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
多
摩
森
林
科
学
園
で
は
、

都
市
近
郊
林
の
生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
に
、
園
内
で
外

来
種
を
選
択
的
に
除
去
す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す 

（
写
真
３
）。
ま
た
、
こ
の
成
果
を
地
域
の
希
少
種
保
全
に

も
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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植
物
種
の
中
身
が
変
わ
っ
た

都
市
近
郊
林
の
こ
れ
か
ら
に
向
け
て

写真２　 多摩森林科学園からみた北側の住宅地。
住宅開発や道路整備により、周囲からの
分断化が進んでいきました。

写真３　 多摩森林科学園では外来種を選択的に除
去する取り組みを始めています（要注意外
来生物のキショウブを除去している様子）。

図１　 多摩森林科学園で確認された植物種の構成の変化(過去：1953・65年、現在：2010年、円グラフの％
値は四捨五入しています。)


